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問
質
般
一

〜
我
が
市
政
を
問
う
〜

※ 　一般質問とは：議員が市の一般事務に対して、その執行の状況又は将来の方針、
政策的提言や行政への批判等を執行者に直接質

ただ

すことです。また、執行者の所見や
施策について報告を求めたり問い質すこともあります。行方市議会の場合、質問時
間は答弁を含め一人90分となっています。

一般質問項目一覧

　第１回定例会では、５人の議員から一般質問が行われ、２日間
にわたり熱い議論が展開されました。
　登壇順に、質問と答弁を要約して一部掲載します。

　●髙橋正信議員　･･････････････････････････････　11ページ
　　１　汚水処理対策について
　　２　結婚対策支援について
　　３　教育環境整備について

　●岡田晴雄議員　･･････････････････････････････　12ページ
　　１　平成 23 年度施政方針について

　●塙　　仁議員　･･････････････････････････････　13ページ
　　１　平成 23 年度予算と事業について
　　２ 　玉造中学校講堂改築工事及び麻生中学校新築工事の入札並び

に麻生小学校仮校舎について

　●小林　久議員　･･････････････････････････････　14ページ
　　１　財政状況の推移について
　　２　工事契約前払い金について
　　３　子宮頸がんワクチン接種について
　　４　学校等適正配置について

　●樽見清衛議員　･･････････････････････････････　15ページ
　　１　天王崎周辺開発構想について
　　２　河川改修等について
　　３　土地改良区内の整備について
　　４　都市計画事業について
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市設置型浄化槽の整備を早急に
市長― 北浦地区及び麻生・玉造地区の下水道未整備箇所に

推進していくことを検討中

髙
橋　

北
浦
地
区
の
汚
水
処

理
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
も
「
市
設
置
型
浄
化
槽
の

整
備
を
早
急
に
」
と
質
問
し

て
き
た
。
北
浦
地
区
生
活
排

水
事
業
検
討
協
議
会
を
６
回

ほ
ど
開
催
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
検
討
経
過
は

ど
う
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

こ
の
検
討
協
議

会
は
、
北
浦
地
区
の
生
活
排

水
等
の
処
理
に
関
す
る
調
査
・

研
究
・
検
討
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
21
年
７
月
１

日
に
発
足
し
た
。
協
議
、
研

修
を
重
ね
た
結
果
、
北
浦
地

区
は
人
口
密
集
地
も
少
な

く
、
ま
た
既
存
の
合
併
浄
化

槽
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
浦

地
区
全
域
を
市
設
置
型
浄
化

槽
事
業
で
計
画
的
に
整
備
を

進
め
る
内
容
の
意
見
書
を
、

平
成
23
年
２
月
１
日
に
行
方

市
長
へ
提
出
し
た
。

髙
橋　

現
状
を
踏
ま
え
て
、

さ
ら
な
る
支
援
策
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

市
長
市
長　

茨
城
県
の
調
査
に
よ

る
と
、
結
婚
し
て
い
な
い
理

由
と
し
て
、
独
身
男
女
の
約

６
割
が
「
適
当
な
相
手
に
め

ぐ
り
合
わ
な
い
」
と
答
え
て

髙橋正信 議員

髙
橋　

今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

新
年
度
当
初
に
、

事
業
実
施
に
向
け
た
事
業
計

画
策
定
の
コ
ン
サ
ル
業
務
委

託
や
、
地
区
説
明
会
、
広
報

紙
等
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
事
業
の
推
進
体
制

を
円
滑
に
す
る
た
め
「
事
業

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

事
業
計
画
の
策
定
や
地
域
住

民
の
説
明
会
等
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
工
事

は
平
成
24
年
度
早
々
に
着
手

で
き
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
。

髙
橋　

汚
水
処
理
事
業
に
対

す
る
問
題
点
に
ど
う
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
長
市
長　

北
浦
地
区
は
、
整
備

が
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
今
回
、
検
討
協
議
会
か

ら
建
設
的
な
意
見
書
の
提
出

が
あ
っ
た
の
で
、
来
年
度
以

降
、
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備

事
業
を
積
極
的
に
整
備
促
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

お
り
、
い
か
に
「
出
会
い
の

場
」
を
設
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
か
を
強
く
感
じ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
独
身
男

女
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
共
通
の
趣
味
や

話
題
に
着
目
し
、
よ
り
多
く

の
出
会
い
の
場
を
提
供
で
き

る
企
画
の
実
施
を
優
先
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
は
、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る「
畑
で
婚
カ
ツ
」

等
を
３
回
、
ま
た
、
企
画
課

も
予
算
を
約
２
・
５
倍
増
額

し
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
や
婚
活

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
４
回
開
催

す
る
計
画
で
あ
る
。

平成22年度「畑で婚カツ」では19組のカップルが誕生

さ
ら
な
る
結
婚
支
援
対
策
を

市
長―

よ
り
多
く
の
「
出
会
い
の
場
」
を
提
供
す
る

髙橋　教育環境整備について、場所を提供
して、その中でアドバイスをする形の「教
育ボランティア」の実現は可能ではないか。

教育長教育長　場所の確保は勿論、英・国・数の
専門教員等の人材確保が重要となる。やは
り通学する学校の教科担任にアドバイスを
受けることが一番よいと思う。

これも

質　

問
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新規起債が償還額を上回った要因は
市長― 平成 27年度までの合併特例期間により多く

の市民の要望にこたえるためである

岡
田　

予
算
編
成
の
基
本
的

な
考
え
の
中
に
、「『
子
供
た

ち
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

生
き
る
喜
び
を
分
か
ち
あ
え

る
市
』
の
実
現
」
と
あ
る
が
、

子
供
た
ち
や
お
年
寄
り
に
ど

の
よ
う
な
政
策
を
予
算
化
し

た
の
か
。

市
長
市
長　

子
供
に
関
連
す
る
予

算
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
ま
た
、
平
成
23
年
度
か

ら
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

の
小
児
対
象
者
と
し
て
、
新

た
に
小
学
校
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
を
市
単
独
予
算
で

拡
充
す
る
ほ
か
、
女
子
中
学

生
へ
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
各
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
公
費
負
担

を
実
施
す
る
。

　

お
年
寄
り
に
関
す
る
予
算

で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
公
費
負
担
率
水
準

て
い
る
協
議
会
が
あ
る
。
こ

の
協
議
会
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
協
議
会
の
意
見

や
要
望
に
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
く
の
か
。

市
長
市
長　

こ
の
協
議
会
は
、
騒

音
地
域
の
区
長
及
び
有
識
者

の
方
で
組
織
さ
れ
て
い
る

団
体
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
協
議
会
か
ら
の
要
望
書

や
、
協
議
会
の
方
々
と
の
話

し
合
い
を
踏
ま
え
、
平
成
23

年
度
予
算
で
は
、
騒
音
区
域

（
75
Ｗ
以
上
の
第
１
種
区
域
）

に
対
し
て
騒
音
対
策
交
付
金

を
一
般
財
源
で
、
期
間
を
再

編
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
平

成
28
年
度
ま
で
と
限
定
し
、

区
運
営
交
付
金
に
上
乗
せ
し

て
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

岡田晴雄 議員

を
維
持
す
る
ほ
か
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
麻

生
公
民
館
と
同
様
に
、北
浦
・

玉
造
の
各
公
民
館
に
も
カ
ラ

オ
ケ
機
器
を
設
置
す
る
。
ま

た
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
県

補
助
と
の
差
額
を
市
単
独
で

補
助
を
す
る
。

岡
田　

市
債
に
つ
い
て
、
当

該
年
度
の
元
金
償
還
見
込
み

額
を
新
規
起
債
が
上
回
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
が
、
平
成
23
年
度
は
大

き
く
超
え
た
。
超
え
た
理
由

と
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

市
長
市
長　

平
成
27
年
度
ま
で
の

合
併
特
例
期
間
に
、
学
校
、

通
学
路
、
生
活
道
路
な
ど
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
要
望
に

こ
た
え
て
い
く
た
め
に
は
、

財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
も
、
起
債
額
が

償
還
額
を
上
回
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
の
５
年
間
に
、
学
校
等
及

び
通
学
路
に
37
億
円
、
道
路

に
８
億
円
、
一
般
財
源
と
な

る
臨
財
債
に
25
億
円
、
学
校

解
体
等
そ
の
他
に
23
億
円
、

合
計
93
億
円
を
起
債
し
た
場

合
、
平
成
27
年
度
末
の
起
債

の
残
高
は
１
９
０
億
円
、
基

金
の
残
高
は
27
億
円
、
実
質

公
債
費
比
率
は
13
％
台
、
将

来
負
担
比
率
は
１
５
０
％
台

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

岡
田　

民
生
費
の
伸
び
率
が

大
き
い
。
こ
れ
か
ら
の
見
通

し
と
、
今
後
の
予
算
編
成
の

考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。

市
長
市
長　

子
ど
も
手
当
及
び
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
、
ま
た
生
活
保
護

費
な
ど
の
増
額
分
が
民
生
費

予
算
を
増
大
し
た
要
因
で
あ

る
。
本
市
で
は
少
子
高
齢
化

が
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
民
生
費
予
算
が

増
加
す
る
の
は
必
至
で
あ

る
。

　

民
生
費
全
般
に
お
け
る
施

策
は
、
市
の
単
独
事
業
以
上

に
国
策
に
よ
る
施
策
が
多
い

た
め
、
今
後
の
予
算
編
成
で

は
、
義
務
負
担
の
財
源
の
確

保
が
今
以
上
に
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

岡
田　

百
里
基
地
の
騒
音
地

区
に
、
区
長
た
ち
で
組
織
し

放課後児童クラブは子供の安全と安心を含めた子育て支援の一つ
です
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行方市の将来に向けてどう進むのか
市長― 市債の管理、基金の積み増しを行い、財政

の健全化を進める

塙　

平
成
23
年
度
に
お
け
る

重
要
事
業
等
を
所
信
表
明
の

中
で
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
市
長　

最
重
要
事
業
に
つ
い

て
、
総
務
部
は
、
定
住
化
促

進
事
業
で
あ
る
。
定
住
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
定
住
者

の
住
宅
取
得
支
援
や
市
有
地

の
造
成
・
分
譲
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。

　

保
健
福
祉
部
は
、
将
来
の

行
方
市
を
担
う
子
供
た
ち
の

健
康
や
子
育
て
環
境
の
充
実

で
あ
る
。
希
望
す
る
女
子
中

学
生
全
員
へ
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
、
ま
た
小
児
用
肺

炎
球
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
各
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

全
額
公
費
負
担
を
実
施
す

る
。

　

建
設
部
は
、
下
水
道
未
整

備
地
区
で
あ
る
北
浦
地
区
へ

の
市
設
置
型
浄
化
槽
の
整
備塙　　仁 議員

の
推
進
で
あ
る
。
ま
た
、
定

住
化
促
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
市
有
地
を
宅
地
へ
の
造

成
を
図
っ
て
い
く
。

　

経
済
部
は
、
第
６
次
産
業

推
進
事
業
で
あ
る
。
従
来
の

生
産
流
通
シ
ス
テ
ム
に
終
始

す
る
こ
と
な
く
、
第
１
次
産

業
従
事
者
が
加
工
・
流
通
・

販
売
ま
で
一
体
的
に
取
り
組

む
第
６
次
産
業
に
取
り
組
め

る
環
境
を
整
備
し
、
新
し
い

経
済
活
動
の
醸
成
と
収
益
性

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
等

適
正
配
置
計
画
に
基
づ
く
、

麻
生
東
小
学
校
、
玉
造
地
区

統
合
小
学
校
、
麻
生
中
学
校

な
ど
の
施
設
整
備
の
推
進
で

あ
る
。
統
廃
合
に
伴
い
、
耐

震
強
度
の
維
持
さ
れ
た
施
設

が
整
備
さ
れ
、
安
心
・
安
全

な
教
育
環
境
が
整
う
。

塙　

現
状
が
ど
の
よ
う
な
方

向
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
行
方
市
の
将
来
に

向
け
て
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長
市
長　

学
校
再
編
事
業
に
伴

う
市
債
の
発
行
や
少
子
高
齢

化
率
の
上
昇
に
よ
る
福
祉
予

算
の
増
加
は
必
至
で
あ
る
。

ま
た
、
人
口
が
増
加
し
な
い

限
り
、
市
の
活
性
化
は
図
れ

な
い
。
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

市
債
の
管
理
、
基
金
の
積
み

増
し
を
行
い
、将
来
に
備
え
、

今
後
と
も
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
行

方
市
の
将
来
に
何
よ
り
も
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

塙　

玉
造
中
学
校
講
堂
改
築

工
事
の
入
札
等
に
つ
い
て
、

前
回
も
質
問
し
た
が
、
多
く

の
疑
問
が
残
る
。
建
築
工
事

の
再
入
札
告
示
の
予
定
価
格

が
、
最
初
の
告
示
に
比
べ
上

が
っ
た
の
に
、
参
加
資
格
が

茨
城
県
内
の
１
，
０
０
０
点

以
上
の
業
者
か
ら
鹿
行
管
内

の
８
０
０
点
以
上
の
業
者
に

な
っ
た
。
点
数
を
下
げ
た
こ

と
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ
な

い
か
ら
と
最
低
価
格
が
設
け

ら
れ
た
が
、
１
，
０
０
０
点

の
ま
ま
で
安
全
が
確
保
さ
れ

る
な
ら
そ
れ
が
一
番
い
い
と

思
う
。
な
ぜ
点
数
を
下
げ
、

参
加
資
格
を
鹿
行
管
内
と
し

た
の
か
。

教
育
次
長

教
育
次
長　

講
堂
改
築
を
校

舎
建
築
と
比
較
し
た
場
合
、

比
較
的
煩
雑
さ
が
少
な
く
な

る
の
で
、
近
隣
自
治
体
の
Ｒ
Ｃ

構
造
の
建
物
の
入
札
参
加
資

格
要
件
を
参
考
に
し
た
こ
と
、

ま
た
、
８
０
０
点
以
上
の
総
合

評
価
を
持
つ
企
業
で
あ
れ
ば
、

１
級
建
築
士
等
の
管
理
技
術

者
を
有
す
る
の
で
、
工
事
完

成
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
、ま
た
、

地
元
業
者
の
参
入
が
地
元
業

者
の
育
成
に
な
る
こ
と
を
考

慮
し
た
た
め
で
あ
る
。ま
た
、

予
定
価
格
は
、
工
事
内
容
等

を
市
長
に
説
明
し
、
最
終
的

に
市
長
が
決
定
さ
れ
る
。

な
ぜ
入
札
参
加
資
格
を
変
更
し
た

教
育
次
長―

工
事
の
煩
雑
さ
や
地
元
業
者

の
育
成
な
ど
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る

市有地の宅地整備を進めます
（写真は市有地である旧麻生合同庁舎跡地）
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平成 23 年度以降の財政状況の推移は
市長― 合併特例期間の最終年度は財政指数の上昇

が予想される

小
林　

合
併
後
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
、
ま
た
平
成
23
年

度
以
降
３
年
間
ぐ
ら
い
の
財

政
状
況
は
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
の
か
。

市
長
市
長　

合
併
後
、
平
成
18
年

度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は

１
７
１
億
６
，
４
０
０
万
円

で
、
決
算
額
は
１
５
７
億
６
，

６
３
３
万
円
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
平
成
18
年
度
は
財
政
力

指
数
が
０
・
44
、
経
常
収
支

比
率
が
93
・
２
％
、
実
質
公

債
費
比
率
が
17
・
８
％
で

あ
っ
た
が
、
平
成
21
年
度
は

財
政
力
指
数
が
０
・
49
、
経

常
収
支
比
率
が
88
・
５
％
、

実
質
公
債
費
比
率
が
14
・

６
％
に
改
善
し
た
。

　

平
成
22
年
度
末
の
起
債
残

高
は
１
７
９
億
円
、
基
金
残

高
は
49
億
円
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

平
成
24
年
、
25
年
度
の
予 小林　久 議員

算
規
模
を
１
６
０
億
円
程
度

と
し
、
平
成
27
年
ま
で
の
５

年
間
で
93
億
円
の
起
債
を
し

た
場
合
の
平
成
27
年
度
末
の

財
政
状
況
は
、
財
政
力
指
数

が
０
・
45
程
度
、
経
常
収
支

比
率
は
90
％
強
、
実
質
公
債

費
比
率
は
13
％
台
、
将
来
負

担
比
率
は
１
５
０
％
台
、
起

債
の
残
高
は
１
９
０
億
円
、

基
金
残
高
は
27
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。
合
併
特
例
期
間

の
最
終
年
度
は
現
在
の
財
政

状
況
と
比
べ
、
財
政
指
数
の

上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

これも

質　

問

子宮頸がんワクチンの
　　　　　　実施時期は
保健 福祉部長―６月から接種でき

るようにしていきたい

小
林　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
実
施
時
期
は
何
月
ご
ろ

に
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長　

平
成
22
年

度
末
ま
で
に
地
元
医
師
会
と

協
議
を
し
、
４
月
中
旬
こ
ろ

中
学
校
に
説
明
し
、
４
月
下

旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け
て

対
象
親
子
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
し
て
、
６
月
か
ら
医

療
機
関
で
接
種
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

小
林　

接
種
に
あ
た
り
、
生

徒
や
保
護
者
の
理
解
を
得
る

対
策
は
ど
う
か
。

教
育
長

教
育
長　

教
育
委
員
会
も
保

健
福
祉
部
と
連
携
し
、
学
校

保
健
連
絡
会
や
各
学
校
保
健

委
員
会
に
お
け
る
校
内
教
職

員
の
共
通
理
解
を
図
り
、
ま

た
保
健
の
授
業
時
間
な
ど
を

活
用
し
て
、
病
気
の
内
容
、

予
防
の
必
要
性
や
副
作
用
の

リ
ス
ク
な
ど
の
正
し
い
理
解

を
得
ら
れ
る
対
応
を
し
て
い

く
。

小林　工事請負契約後、前払い金は、条件
がどう整ったときに支出されるのか。

会計管理者会計管理者　前払い金の支払いは、地方自
治法第 232 条の５第２項の規定を受け、市
の財務規則第 155 条及び同条の第２項の規
定で支払うことができる。

小林　北浦地区統合小学校計画に対し、再度、地
域の意見を聞く時期と場所の設定はいつになるのか。

教育長教育長　平成 23 年度５月から６月、でき
るだけ早い時期に、北浦地区の各小学校で、
ＰＴＡ、地域の住民を対象に説明会、意見
を聞く会を設定していきたいと考えている。

今後、学校の統廃合などによる市債の発行が予想されます
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天王崎砂浜整備事業の進捗状況は
市長― 砂浜整備は平成23年度中には完了すると

思う

樽
見　

天
王
崎
砂
浜
事
業
の

進
捗
状
況
と
整
備
方
針
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
市
長　

砂
浜
を
天
王
崎
地
区

の
メ
イ
ン
整
備
の
一
つ
と
位

置
づ
け
、関
連
性
の
高
い「
風

の
塔
」
の
改
修
、
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

事
業
計
画
を
進
め
て
い
る
。

砂
浜
整
備
の
養
浜
工
事
は
、

す
で
に
突
堤
や
離
岸
堤
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
の
で
、

平
成
23
年
度
中
に
は
完
了
す

る
と
思
う
。

　

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

機
能
を
強
化
す
る
場
所
と
し

て
位
置
づ
け
、
市
民
や
来
訪

者
の
憩
い
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

樽
見　

白
帆
荘
跡
地
に
「
天

王
崎
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
が樽見清衛 議員

運
営
方
針
を
伺
う
。

総
務
部
長

総
務
部
長　

天
王
崎
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
２
階

建
て
で
、
屋
上
に
展
望
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
屋
内
に

行
方
産
の
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く

ス
ペ
ー
ス
、
屋
外
に
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
や
温
泉
を
使
用
し

た
足
湯
な
ど
も
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
は
利
益
を
生
み

出
す
観
光
施
設
で
は
な
く
、

観
光
交
流
の
機
会
と
地
域
の

市
民
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
供
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
公
共
施
設
で
あ

る
。
管
理
運
営
は
、「
白
帆

の
湯
」
と
の
一
体
化
が
求
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
設
置
目
的

や
交
付
金
な
ど
か
ら
同
一
方

法
に
よ
る
管
理
運
営
は
で
き

な
い
。
維
持
管
理
費
の
軽
減

の
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

樽
見　

城
下
川
改
修
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

こ
れ
ま
で
に
取

水
堰
設
置
工
事
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
水
門

橋
の
架
け
替
え
工
事
に
着
手

し
て
お
り
、
来
年
度
中
に
は
完

成
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
来

年
度
は
箱は

こ
ど
う樋
池
の
整
備
計
画

に
関
す
る
設
計
業
務
を
実
施

し
、
平
成
24
年
度
以
降
、
箱

樋
池
の
環
境
整
備
工
事
と
そ

の
下
流
水
門
橋
の
護
岸
工
事

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

樽
見　

富
田
前
川
は
川
幅
が

狭
く
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
お

り
、
す
ぐ
に
堆
積
物
が
た
ま

り
、
川
の
流
れ
に
支
障
を
来

し
て
い
る
。
定
期
的
に
浚
渫

で
き
な
い
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

部
分
的
に
土
砂

等
が
入
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
状
況
を
見
な
が
ら
浚
渫

を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

富
田
前
川
の
定
期
的
な
浚

し
ゅ
ん

渫せ

つ

を

建
設
部
長―

状
況
を
見
な
が
ら
行
い
た
い

砂浜整備が進められている天王崎

これも

質　

問

樽見　粗毛石神線の進捗状況と今後の整備
方針はどうなっているのか。

市長市長　用地取得は全体の約 70％が済んで
いる。残りの未買収を今後随時進めたいと
考えている。土地買収がスムーズに進む見
通しが立てば、事業化として考えていく。

樽見　麻生地区の都市計画用途
指定の見直しは考えているか。

市長市長　土地利用は、現状に合っ
た用途地域の見直しが必要と考
えているので、今後、慎重に検
討をしていきたい。




